
（優勝チーム受賞写真）左から 末松先生、清水さん、開原さん

優勝チームのコメント

立命館大学 総合科学技術研究機構 客員教授

末松千尋氏コメント
株式会社バンカーズ・インベストメント代表取締役

中西勝也氏コメント

チームリーダー 清水　陸さん（経済学部4回生） ／　開原弓喜さん（政策科学部2回生）

【清水さん】想像ではなく行動を！「教育課題を解決する為に起業したい！」

という元々持っていた気持ちと「残り半年の学生生活で何か成し遂げたい」

という気持ちが合わさり参加しました。二日間で最も学んだことは行動する

重要性です。私は元々考えていたアイデアをこのイベントに持ってきました。

頭の中では完璧だと考えていたアイデアも同じく起業を目指す学生や社会人

の方と話すことで知見が広がりどんどんブラッシュアップされました！今後

も多くの人と関わり、行動することを意識していこうと考えるきっかけとなるイベントでした！

【開原さん】今回初めて起業などに関するイベントに参加したのですが、この参加が自分の中ではとても学びのあるものだったよ

うに思います。今まで多くの活動などに参加し、仲間と切磋琢磨したことはあったのですが、同じ夢を持った仲間と短いながら

も時間を共有して、より良いプレゼンを行えるように努力をすることはこれまでにない経験であり、優勝できるできない関係な

しに自分の持っているプランを考え多くの人に伝える経験や、自分以外の人のプランを練りプレゼンする経験は、今後とても必

要になる力だと思いました。

※優勝チームには第18回立命館大学学生ベンチャーコンテスト2021の
　シード権が授与され、1次書類審査は免除となります。

優勝チームプラン名「恩返し型奨学金」
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４０年間、起業の実務や教育を担当して今年か

ら立命館に来ました。始めて学生諸君とお会い

して、レベルの高さに驚かされました。

安心してください。「思っていたより」ではなく

「本当に」レベルが高かったんです。

「自ら企画し」「自ら計画し」「自ら実行する」人

材が、今の日本では欠乏しています。これら全

てではなくても、どれか一つを経験するだけで

も、大きく／飛躍的に／爆発的に、成長する可

能性につなげることができます。気軽にアイデ

アソンに参加してください。

起業・新規事業というと大変そうで尻込みしちゃいそうですが…、誰がど

う不便で困っていて、それをどうやって解決するか、そして解決できたとき

のインパクトの大きさ。シンプルにこの3つが起業・新規事業の本質です。

現時点でアイデアやプレゼンの完成度が高い必要はありません。シンプル

に自分の言葉でプレゼンしましょう。すると、同じ興味を持っている将来

の仲間が集まり、より実現に近づくためのヒントをもらえます。人の輪が

広がり、自分にも世界を変えられるかもしれない…！という実感を持てる

ことでしょう。

自分のアイデアよりも、他人のアイデアに感銘を受けたら、それを手伝うこ

とに切り替えるのも全然アリです。まるで自分のことのようにワクワクで

きます。スタートアップ★アイデアソンはこの起業・新規事業づくりのプ

ロセスを体験できる催しです。ぜひ気軽に参加してみてください！



次回
予告

（写真）前列中央が川名麻耶氏

川名麻耶氏コメント

身の回りで感じた課題を解決したい、と、

キラキラほとばしる皆さんのアイディアに心引き込まれ、

沢山の素敵な刺激を頂いた1日でした！

これからのご活躍を楽しみに待ってます！

1981 年生まれ。慶應義塾大学経済学部卒業後、ゴールドマン・サックス

証券投資銀行部門に入社。クライアント企業の資金調達や M&A 案件の

アドバイザリー業務に従事。大前研一氏の誘いを受け、2008 年よりビジ

ネス・ブレークスルーにてオンライン大学・MBA・社内研修用プログラ

ムのキャスターを務める。出産・育休を経て、2017年よりカントリーマネー

ジャーとして米国 AI ユニコーンベンチャーの日本法人立ち上げに携わる。

川名 麻耶氏 K A W A N A  M a y a

株式会社BOLD 代表取締役/CEO

女性起業家・川名麻耶氏のトークイベントを開催しました !

双見 京介助教

情報理工学部

17:30

10:30

金2021.8.6
イベント詳細は、URLまたはQRコードよりご確認ください。

https://bit.ly/3hnZCKB

道関 隆国教授

理工学部

立命館大学びわこ・くさつキャンパス アクロスラウンジ場所

チーム作り / ビジネスプランとピッチ準備 / 3分間ピッチ

参加者交流会 / ビジネスアイデアのシェアとディスカッション 他

内容

登 壇 す る 研 究 者

# 0 3. 技術シーズとの出会い

今回はベンチャーコンテストの募集テーマでもある技術シーズの研究者にご参加いただき、お話をしていただきます。
直接技術に触れ、インスピレーションを受けて、みんなでアイデアを出し合いませんか？


